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１． 価値形態論の再考：需要表現形式としての価値形態  
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発生的な貨幣である（同上 48 頁）。「表券的支払手段において素材的基礎は消滅する」（同上 49
頁）。正貨は表券的支払手段であるが、最小限の素材的内容を伴う。その素材的内容は例えば、国
家及びその全ての法律制度が崩壊した時に顕在化するかも知れない。表券性の消失の危険に対して














ある。秤量的支払制度ですら、支払素材の秤量は中央局による適格性の承認を要する（同上 211 頁）。 
その意味で「貨幣は常に表券的支払手段を意味する」（同上 48 頁）。 
ケインズはクナップを評価する。ケインズにとり貨幣はまずもって計算貨幣であり、それを国家





 共同表券主義については『貨幣国定学説』378－381 頁参照。 
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 アルベルト・ギアコミンはスミスの紙幣論を再評価している（Giacomin,A. and Marcuzzo，M.C.(eds.)，
Money and Market，pp.184－195）。 
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ものである（同上 242 頁）。 
貨幣の継続的利用に対する保証とは各個人が貨幣を拒否する自由をもっているにも拘らず貨幣を
受け取るであろうという非常に高い確率を期待できることである（同上 245 頁）。貨幣の品位が貧
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修館、1990、283 頁）。IE では価格 price は per-に由来し、本来は等価たること、それ相応の返礼を意




イングランドの 1266 年の法令はペニーが穂の真ん中からとった 32 粒の小麦の重量を採らねばならぬ
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と定めた（楊枝『歴史の中の貨幣』163 頁）。 
中国の両も同様である。唐律により秬黍の通常の 1 粒の重さを１黍とし、これを重量の基礎単位とし
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リンネル 10 ヤールは茶５ポンドに値する、リンネル 2０ヤールは上着 1 着に値する、リンネル 30
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 cf.『経済学概論』181 頁、鈴木『経済学原理論』28頁。 
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れ自体で価値をもっているような錯覚を生み出す（同上 39 頁）。［錯覚ではあるまい］ だがこの
「とりちがえ」はまだ貨幣形態の必然性を示すものではない（同上 40－41 頁）。 
 価値形態Ａは価値体系の表現としては不充分であるから、全体的な価値形態Ｂと一般的な価値形
態Ｃを展開する。前者ではリンネルは「社会化する主体」の役割を果たし、後者ではリンネルは社
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変数である。繰り返すが、そのことは A が B によって自らを評価しているだけではなく、A が B を
自己の商品をもって評価していることも示している。 
次いで全体的なまたは拡大された価値形態はＡ商品ｘ量=Ｂ商品ｙ(ａ)量またはＣ商品ｙ(ａ)量、






 A B C D E F 
Ax  By(a) Cy(a) Dy(a) Ey(a) Fy(a) 
Bx Ay(b)  Cy(b) Dy(b) Ey(b) Fy(b) 
Cx Ay(c) By(c)  Dy(c) Ey(c) Fy(c) 
Dx Ay(d) By(d) Cy(d)  Ey(d) Fy(d) 
Ex Ay(e) By(e) Cy(e) Dy(e)  Fy(e) 
Fx Ay(f) By(f) Cy(f) Dy(f) Ey(f)  
 
こうして各商品の全体的価値形態を行列表の行として並べれば、その結果として列に可能的な一
般的価値形態が現れる。このうち最も多くの商品から交換を求められる商品が A とすれば A は一般
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 山口重克は岩井理論を紹介しているが、突っ込んだ批判は控えた（山口『金融機構の理論の諸問題』
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こうして貨幣形式が導出される。価値表現の素材とされた F は商品世界から排除され、A を含む
全ての商品の価値は F の量によって表現される。この F は更に別のモノに置き換えることができる。
素材内容は問わないが、価値を表現するのに適したモノがよい（均質性、質の安定性など）。それ
を貨幣 G とする。例えば、A が B をどれだけ需要し、同時にそれに対しどれだけ A を提供する用意
があるかは Gyb(a)として表すことができる。そうすると先の交換関係行列の数値は全て G の量で書
き換えられうる。 
 
 A B C D E  
Ax  Gyb(a) Gyc(a) Gyd(a) Gye(a) ΣGy(a) 
Bx Gya (b)  Gyc (b) Gyd (b) Gye(b) ΣGy(b) 
Cx Gya (c) Gyb (c)  Gyd(c) Gye((c) ΣGy(c) 
Dx Gya (d) Gyb (d) Gyc (d)  Gyb (d) ΣGy(d) 
Ex Gya (e) Gyb (e) Gyc (e) Gyd (e)  ΣGy(e) 
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る（同上 124 頁）。 
金の単なる「代わり」として導入された金貨が自ら「本物」の貨幣となる。これも一つの奇跡で
ある。更に兌換紙幣が、次いで不換紙幣という「代わり」が商品と交換することによって「本物」










 ここではマルクスの Zeichen に対する訳語を章標ではなく記号を当てる。 
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－70、86、129 頁）。この第３の要素について後に別の視点から考察してみよう。  




















受領 ○ × 
不受
領 × × 
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は実際には種類の如何を問わず、それだけの一般的な労苦を請求する命令である」（同 103－4 頁）。 
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 地域通貨については『地域通貨（福祉＋α）』参照。 
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 money という言葉は coin が鋳造 mintage された時から使われており、従って流通鋳貨の意であり、Geld
の意味も「通用する」であるが、中国語や日本語における「貨幣」は神に奉納する何らかのものという
意味のようだ。象徴財を始原とする。 
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 Davies, Glyn, p.52: Giacomin,A. and Marcuzzo,M.C.(eds.),p.5：ファーガソン『マネーの進化史』 
39－40 頁。 バビロニアでは shubati（預り証）と呼ばれた粘土板に穀物などの量、発行人及び受取人
の氏名が記入されていた。 
4
 西ヨーロッパ中世の鋳貨については湯浅『文明の血液』 第 6章参照。 
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形方孔銭だけを流通させた（三上『貨幣の誕生』45－6 頁：雨宮『金融研究』31 巻 2 号、11 頁）。
前漢時代、当初は秦の半両銭を引き続き使用した。その重さは次第に減少し、名目価値との乖離が
進行し、最後には 3 銖のものが増殖した。前漢帝国の度重なる改鋳は銭の実勢価格がその実質重量
に絶えず左右される傾向があったためである（雨宮『金融研究』31 巻 2 号、12－5 頁）。 
 
唐の高祖は 621 年に 5 銖銭を廃止し、開元通宝を鋳造した。これは東洋社会における貨幣の原型
といえる。唐律により秬黍の通常の 1 粒の重さを１黍とし、これを重量の単位とした。この 10 黍を
1 叅、10 叅を 1 銖、24 銖を 1 両とした。開元通宝の重さは 1 両の 1／10（2 銖 4 叅）であり、この
重さが東洋諸国の銅貨の基準重量となった。宋代以降は 2 銖 4 叅の重さを１銭または１匁と称し、

















れから 900 年ほどの空白を経て、9 世紀から、現金不足を補うため紙幣が発行された（Davies, Glyn、
                                               
5
 日本の場合は古代律令政府が高級官僚のみに給与の一部として鉄製の鋤を支給した。貴族はこれを貸
出して使用料（米で支払い）を得た（三上『貨幣の誕生』 44 頁）。 
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pp.181－3．雨宮『金融研究』31 巻 2 号、13 頁：ジェヴォンズ『貨幣及び交換機構』194 頁）。 










するや、36 万緡を兌換準備金として発行限度を 125 万緡と定めて法定通用力を与えられた紙幣とし






形をとった。但し、金国の轍を踏まぬため発行上限額を 1 万錠（50 万貫）と定めた。他に有力漢人
世候やモンゴール人王侯によっても各種の紙幣が発行された。 
 1260 年、世祖＝フビライ汗の元朝が誕生すると、その年にいわゆる「中統鈔」という法定紙幣が
7 万 3 千錠（365 万貫）発行された。紙幣ではあるが、建前上は銅銭の代用とされ、計算単位は銅銭
のそれが用いられた。これにより各種貨幣は回収され、元朝一代に亘って通用した。政府は中統鈔
二貫文＝銀一両という比価を公定した。官庫を通じて金銀と兌換する業務を取り扱わせ、そのため
各路には鈔本（準備金）として銀 1 万 2 千錠が備蓄された。更に銀納を建前とした包銀税もこの紙
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フランスでは 1789 年、4 億リーブルのアッシニア紙幣の発行が承認された。紙幣発行後 5 年の間
に等価物の教会及び王室所有の土地の売却により償還される。第１回発行のアッシニア紙幣は 5%の
利付きであり、紙幣の所有者は誰でもそれが適当な金額であれば、紙幣を土地との交換に直接、利




























 例えば、あるランカシャーの綿工場主は賃金支給のための現金を調達できず、1792 年から 1794
年にかけての 18 か月の間、主に『売店ノート』で支払った。これは 1 ギニーから 1 シリング 6 ペン
スまでの額面で特定の会社の売店で商品を購入できた（ibid.,p.294）6。 
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世紀転換期まで代用貨幣、外国通貨その他の代用物の供給及び流通速度はおそらく王国の公的鋳
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もある（ガルブレイス『マネー』84 頁）。ノースカロライナでは 1715 年、17 の商品（小麦、玉蜀
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たが、和銅元年（708 年）に和同開珎が発行されると共に常布は廃止される。和銅 5 年の「制」で
は布１常を銭 5 文とする換算率が示されている。しかし、地方では庸布は銭貨発行後も引き続き、
貨幣的価値を持つものとして流通した（三上喜孝『日本古代の貨幣と社会』74－81 頁）。 
その前年に穀米の銭との換算率も穀 6 升（米に搗くと 3 升）＝銅銭 1 文と定められた。それまで
の米による一般物品の価値表示を貨幣によるそれに変え、税の銭納を奨励した。造営工事の労賃（例
えば、1 日の単純労働＝銅貨 1 文）や官人らへの碌なども貨幣で支払うことにした。もっとも実際
には貨幣と現物が併用された。 
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庸米は穀米として収取され、中央では労賃として支給され、一部は消費し、残りは交易されて他
の必要物資を買い整える資とされた可能性が高い。8 世紀及び 9 世紀において穀米が中央でも地方
でも流通していた。庸米は在地における穀米の流通という実態を背景として収取された（三上喜孝
『日本古代の貨幣と社会』86－7 頁：三上隆三『貨幣の誕生』121、124－7 頁：東野『貨幣の日本
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的価値体系へと収斂していく（同上 120－1 頁）。 
 皇朝銭の鋳造・流通に触れておこう。 
708 年から 958 年まで 15 種類の鋳貨が鋳造された（うち金貨 1 種類、銀貨が 2 種類、残りは銅貨。
但し、太平元宝という銀貨は出土が確認されていない）。最初の和同開珎は銅そのものの価値と銅
貨の公定・通用価値（名目価値）との大きな乖離から私鋳銭が横行した。物価も急上昇した。711
年から 751 年の間に米価は 15 倍となった。 
















のデータからすると 10 世紀の終わりごろまでは代金は銭や米で支払われているが、11 世紀以降は
米はそのまま続くが、銭は姿を消して主に絹に代わる。また 10 世紀半ばから 12 世紀に数回出され
た沽価官符（諸々の物の公定価格を定めた価格表）でも 980 年代末までは銭貨を価値尺度としてい
るが、それ以降は現物貨幣による直法に転換した（東野『貨幣の日本史』73 頁：三上喜孝『日本古
代の貨幣と社会』223、248－250 頁：瀧澤『日本の貨幣の歴史』52－5 頁）。 
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鎌倉幕府は 1226 年、准布の貨幣的使用を禁じ、銅銭使用を強制する法令を出した。1220 年代後
半には公事その他の諸負担のうち、従来、絹布など繊維製品で収められていた部分が一斉に代銭納






土地売券のデータでは 12 世紀末から 1240 年代までは支払手段は過半が米であった。絹や布も多
くはないが、残っていた。その後、銭の比率は急速に高まり、1250 年代以降は過半を占め、1320














決まった定量貨幣であり、その計算体系（1 両＝4 分、1 分＝4 朱）は江戸期の幣制に受け継がれた






慶長 6 年（1601 年）に幣制が発足する。慶長金は日本において計数貨幣として全国規模で流通した
最初の金貨（小判、一分判、大判）であった。それ以前は素朴な小判状の金綻と呼ばれる金塊から
必要とされる分量だけの金を鉈などで切り取って支払いに充てた切り遣いであった。 
唐時代の重量単位体系（前述）が日本に伝わり 1 両＝10 匁（文目）として定着する。この両が貴
金属専用の単位名として特殊化されるにつれて名目と実態が乖離していく。鎌倉時代には 1 両＝金 5
匁、銀 43 匁であったが、室町幕府は金 1 両＝4.5 匁と公定し、これを京目と称した（地方では 1 両






 西日本の多くの地域では 1570 年頃から土地売券の支払手段は銭から米に変化し、租税も銭納から米納




なったという（岩橋「江戸期貨幣制度のダイナミズム」『金融研究』17巻 3 号（1998.7）63－5 頁）。 
                        松本歯科大学紀要 ４１輯（２０１３年） 
 
- 113 - 
＝4~4.2 匁であり、これは田舎目と呼ばれた）。16 世紀後半には京目は 1 両＝4.4 匁となり、これ
が江戸期の 1 両金貨に継承された。慶長小判の量目は 4.76 匁であるが、一部銀を含有し、純金 4.4
匁である。その購買力は米３~４石に相当した。 
全国的幣制が確立する以前にも関西を中心とする広い地域で丁銀と呼ばれる銀貨が大量に流通し








していた。寛永 13 年（1636 年）に寛永通宝が鋳造された。銅貨の基本単位は文であり、1 貫文＝

























 17 世紀末から 18 世紀初めにかけて元禄、宝永、正徳・享保の金銀貨改鋳が行われるが、いずれ
も失敗に終わった。その後、1736 年に実施された金・銀貨の改鋳は正徳・享保の改鋳を受け継ぎ、
金・銀貨の種類も変えず、また金・銀比価にも変動が生じないように貶質を行ったものであるが、
                                               
11
 三上隆三『江戸の貨幣物語』28－30、56－95、132 頁：岩橋『金融研究』17 巻 3 号（1998.7）61－6：
瀧澤『日本の貨幣の歴史』109－175 頁：安国良一「貨幣の機能」『日本通史 第１２巻』156‐7 頁。加
賀藩、秋田藩、津軽藩などは領国貨幣を発行した。銀貨や銀地金が多かったようだ。幕府は幕府貨幣の
不足から元禄・宝永期ごろまで黙認していた（瀧澤『日本の貨幣の歴史』177－189 頁）。 
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1772 年の南鐐 2 朱判という銀貨の発行は江戸時代の貨幣史上、大きな出来事である。この銀貨の
純銀含有量は 2.64 匁であった。1 両＝銀貨 8 枚に必要な銀量は 21.2 匁、鋳造時点での市場相場によ
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 『近代成長の胎動』27頁：三上隆三『江戸の貨幣物語』102－5、173－191 頁：瀧澤『日本の貨幣の
歴史』189－251 頁：安国良一「貨幣の機能」『日本通史 第 12巻』160－3 頁。 
13
 三上隆三『江戸の貨幣物語』220－240 頁：岩橋『金融研究』17 巻 3 号（1998.7）71－5：安国良一「貨
幣の機能」『日本通史 第 12 巻』166 頁。その後も改鋳が行われ、開港前後には「通用金銀」はもはや
小判や丁銀ではなく、2朱金や 1分銀といった計数金銀貨となった（安国良一「貨幣の機能」『日本通史 
第１２巻』168－171 頁）。 
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江戸時代にはかなりの藩札が発行された。ことに 19 世紀に入ると急増する。全国諸藩の約 80%
（244 藩）が発行したと言われる。年代別では 1601－1735 年に 67 藩、1736－71 年に 47 藩、1772
－1817 年に 44 藩、1818－29 年に 48 藩、1830－59 年に 91 藩、1860－71 年に 59 藩が発行した（不
詳は 27）。地域的には九州、四国がほぼ全藩、中国、近畿、中部が 70－75%の藩が、関東、東北で

































 『近代成長の胎動』33、184 頁：三上隆三『江戸の貨幣物語』193 頁。北海道の館藩も加えると 245 藩
になる。233 藩という説もある。また藩札の他、宮家札や公家札も発行された。幕府による「幕府札」の
発行は幕末を除きみられない（瀧澤『日本の貨幣の歴史』254－260）。 
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しし、毎年 1 割ずつ金札を返済し、13 年で完済するという仕組みで発行されたが、実際には軍事費
が嵩み、当初計画より悠に発行高が上回った。殖産興業向けに貸し出されたのは発行高の 40%程度








9－67 頁：大内力『日本経済論 上』141－150 頁）。とはいえ紙幣＝管理通貨制度に至るまでの道
                                               
16
 以上、檜垣『金融研究』8巻 1号（1989.3）160－192；鹿野『金融研究』15 巻 5 号（1996.12）134－
141 頁：『近代成長の胎動』32－7、182－5 頁：三上隆三『江戸の貨幣物語』191－195 頁：『貨幣―日本
史小百科』126－138 頁。  
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売手 価格 数量 買手 価格 数量 
Ａ 19 万円  300 トン W 24 万円 400 トン 
Ｂ 20 万円 300 トン X 23 万円 100 トン 
Ｃ 21 万円 200 トン Y 22 万円 300 トン 
Ｄ 22 万円 100 トン Z 20 万円 300 トン 
 
これらの価格は売手と買手の商品に対するそれぞれの主観的価値評価を示す。ここでセリ人が 22
万円を呈示すれば、売りは 900 トン（A＋B＋C＋D）、買いは 800 万トン（W＋X＋Y）となり取引
は成立しない。供給超過となる。今度は価格を 20 万円に下げれば、売りは 600 トン（A＋B）、買
いは 1100 トン（W＋X＋Y＋Z）となり、今度は需要超過となる。そこで 21 万円に引き上げると、
























                                               
1
 以上、森嶋通夫『無資源国の経済学』21－30 頁：同著『近代社会の経済理論』190－2 頁を参考とした。 
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能しつつ、それを基礎としながら W―G―W の関連においては流通手段として機能する」。 
「通貨として常に流通市場に留まる限り、貨幣は、もはや必ずしも金たることを必要としない。W
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ない。貨幣のある世界ではセーの法則は成立しない（同上 149－152 頁）。 
世界は不確実性に満ちており、人々が流動性を選好する場合がある，つまり資産の一部を貨幣の
形で保有しようとする。単なる媒介でしかない貨幣があたかもそれ自身ひとつの商品であるかのよ
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の下に未来へ先送りされる（同上 184 頁）。だがもし最後の審判の日があるとわかれば、受け取る




正するすべをもたない（同上 188 頁）。 
貨幣の「命がけの飛躍」（貨幣で商品が買えるかどうか）はそれを正当化する客観的な根拠はな
いが、実践的な根拠はある。それは貨幣が今まで貨幣として使われてきたという事実、そして今後
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よって受け容れられる自己尊重を破壊する」（同上 188 頁）。 
















                                                                                                                                                              
ないのだ。その付けを誰が払うのだろうか。おもしろうて、やがて虚しき貨幣論かな。 
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